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薬剤師研修シール

日本薬剤師研修センターの研修受講シ〒ル

(2単位)を交付いたします。当日に受付でお申込み下さい。

第1部 シンポジウム業務実習の現状と課題

1. implementation of Teanl‐ Based Learning in Therapeutics COurse Sequence

Bruce A.Mue‖ er(uniVersity of Michigan,Coliege of Pharmacy)

2. Criticalissues in the Education of Pharmacists to improve Heatth Outcomes

Thomas J,Mattei(Duquesne University Mytan School of Pharmacy)

3.「日本の医薬分業と薬学教育」 ガヽ田 真 稔 傾岡県薬剤節会)

41「薬学教育モデル・コアカリキュラムに基づく6年制薬学教育一基礎と臨床の融合・調和一」
ヌじ正 績 姪業 (熊本大学薬学部)

5.「九州大学病院における病院実務実習の取り組み」 三嶋 一登 傾岡県病院薬剤師会)

6.「九州大学薬学部における事前学雷・実務実習の取り組み」

窪 田 敏 夫 仇州大学薬学部)

第2部 ラウンドテーブルディスカッション課題解決に向けて


